
１９４８年、山形県生まれ。７２年、東北大学医学部卒
業。聖路加国際病院小児科レジデント、チーフレジデン
トを経て７７年、渡米。テキサス大学付属がん研究所Ｍ
Ｄアンダーソン病院小児科クリニカルフェロー。８０
年、帰国。聖路加国際病院に復職。９４年、小児科部長、２
００５年、副院長兼小児総合医療センター長。１４年か
ら聖路加国際病院顧問。喨々の俳号で句集『桜桃』（東京
四季出版）、『二日』（ふらんす堂）。公益財団法人「そらぷ
ちキッズキャンプ」代表理事も務める 

世田谷事件遺族・「ミシュカの森」主宰
えんじにあす代表取締役
世田谷区グリーフサポート検討委員
上智大学グリーフケア研究所非常勤講師

悲しみからの再生をテーマに
創作とともに、全国で講演活動を展開。
『悲しみを生きる力に
－被害者遺族からあなたへ』（岩波書店）、
『ずっとつながってるよ』 (くもん出版 )他

 ミシュカの森 2017
［基調講演・小児科医 細谷亮太］

 
参加について

資料代： 1,000円　 定員：180名
*慶應大学在学中の方は無料

慶応義塾大学 西校舎517教室
（港区三田2-15-45）

2017年12月9日（土）
14:00-16:30

問い合わせ　E-mail： begleiten.michka@gmail.com（ミシュカの森実行委員会） 　電話：090-9146-6667（関根）

主催：ミシュカの森実行委員会　共催：慶應義塾大学社会学研究科佐久間研究室　
協力：暮らしのグリーフサポートみなと、ベグライテン、品川チャイルドライン、
　　　グリーフサポートせたがや」ほか

主宰 入江 杏

過去は変えられないけれど、
過去のとらえ方で
今と未来は変えられる

ゲスト 細谷亮太

子どもの命の傍らで



オープニング

第二部

エンディング

メッセージ：入江杏（ミシュカの森主宰）

基調講演：細谷亮太さん（小児科医）
トーク：細谷さん×入江杏

プログラム

申し込み方法

土井 香苗さんメッセージ

会場アクセス
慶応義塾大学 
西校舎517教室
港区三田2-15-45

JR山手線、京浜東北線
田町駅より徒歩8分

都営地下鉄浅草線、
三田線三田駅より
徒歩7分

都営地下鉄大江戸線
赤羽橋駅より徒歩8分

ミシュカの森とは

［ミシュカの森 2017］開催にあたって

「ミシュカの森」　https://www.facebook.com/mforest

「大切な家族を失った」「奪われた」
日本国内はもちろん、世界中で、そんな喪失感、そして正義を求める家
族の気持ちに接して来ました。国際人権NGO のスタッフとして、ひとり
の人権活動家として、妻として、母として。
その気持ちに向き合うのはつらい。でも一方で、大きな力をくれ続けて
いるのも、そうした人びとの嘆きであり、正義を求める勇気であり、それ
でも希望を持って生きる姿勢であり、時には自らのつらさを乗り越えて
他者のためにも立ち上がる勇気ある個人たちの姿です。
「もし自分の身におきたなら・・・」被害者の立場にたってそう考えるこ
とが、人権活動家としてのすべての行動の出発点であると思います。
愛するひとを取り戻したい、そしてそれができなくても二度と悲劇を繰
り返ささないよりよい社会を作りたい。
でもいつも苦労の連続です。その障害のひとつが「無関心」。
どうか、今回のイベントがまた多くの人の良心と行動を呼び起こします
ように。
入江さんそして関係者の皆様のご献身に敬意を表します。

土井香苗　国際NGO「ヒューマン・ライツ・ウォッチ」日本代表

「ミシュカ」とは、世田谷事件で亡くなったにいなちゃんとれいちゃ
んが可愛がっていたぬいぐるみのこぐまです。悲しみからの再生の
シンボルとして、「ミシュカ」を追悼会の名称に入れました。
「ミシュカの森」は現在、広く人権を、さらには生と死を考えるきっ
かけとして回を重ねています。これまでご登壇いただいたゲスト
は、柳田邦男氏さん (作家 )や日野原重明さん (医師 )、山脇直司さん
(哲学者・大学教授 )、近年には末盛千枝子さん (絵本編集者 )、若松
英輔さん (批評家 )、副島賢和さん (院内学級教師 )など多数にのぼ
ります。様々な悲しみや苦しみに共感しあえる場は、犯罪事件とは
直接関係ない人たちにも意味ある催しになっています。励ましと繋
がりを糧に、共感と共生に満ちた社会を少しでも実現できたらと
願ってやみません。

「ミシュカの森」主宰　入江 杏

「ミシュカの森」は2000年末、幼い姪と甥を含む妹一家4人が突然命を奪われた「世田谷事件」追悼の集いです。岩波書店から「悲しみを生

きる力に」を出版して以来、同じタイトルで講演を続け、悲しみに寄り添い、ともに生きる「グリーフケア」と「グリーフサポート」の活動

を展開してきました。喪失からの再生の物語を自分の言葉で語ることができたのは、皆様のお力添えのおかげです。事件後、あまりの衝

撃から6年の間、悲しみを公にすることもできませんでした。声に発することができなかった6年間。それは自らに沈黙を強いた時間でも

あります。辛いものでした。小児科医師として小児がん医療の最前線に関わりながら、作家・文筆家として、俳人としても、言葉によって

多くの方々を励ましてこられた細谷亮太先生が「ミシュカの森 2017」のゲスト。被害者遺族の立場から、大切な人を喪った悲しみとどう

向き合い続けていくのか語りかける仕事の中で、細谷亮太先生のお言葉は大きな救いとなりました。細谷先生と出会う「ミシュカの森」

にぜひお越し下さい。（「ミシュカの森」主宰　入江 杏）

左：
「悲しみを生きる力に～
被害者遺族からあなたへ」

右：
「ずっとつながってるよ～
こぐまのミシュカのおはなし」

司会：
近藤麻智子　フリーアナウンサー・絵本セラピスト

下記フォームからお申し込みください。

定員：180名
資料代として1000円頂戴いたします。

https://goo.gl/forms/tMT8TDhiQjx1bvQw1


